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研究成果の概要 

 

二酸化炭素はプラズマによって曲げ振動励起することで炭酸塩、フォルメートの生成を促進する。

さらに、水素を活性化すると金属及び金属・単体界面への水素吸着量が増大し、中間生成物（フォ

ルメートなど）の水素アシスト分解が促進されることを明らかにした。この成果は広く応用することが

可能で、企業との共同研究による要請から常温で CO2 メタネーションを駆動するオートメタネーショ

ン反応に応用している。さらに、グリーン水素を用いない炭素固定技術として CO からカーボンブラ

ックを合成する反応を開拓し、領域内共同研究（生越グループ・仁科研究室）として二次電池電極

材料としての応用研究を実施している。プラズマを用いるとカーボン・ナノコイルが合成され、市販

されているカーボンブラックよりも優れた充放電特性を示すことが示された。昨今の低炭素技術へ

の関心の高さから、プラズマ触媒による CO2 転換技術は多方面から興味を集めており当該テーマ

は継続して実施する。 

プラズマ有機合成に関する研究では、野崎グループと垣内グループの共同研究により、振動励

起 CO2及び COを使った新規有機合成プロセスを立ち上げている。野崎グループはプラズマ発生

技術を提供し、有機合成反応は垣内グループで実施している。白井グループはプラズマ・溶媒界

面反応（バッチ処理）を利用してベンゼンからフェノールの直接合成に成功しているが、跡部グル

ープ・永木研究室との共同研究によりプラズマを用いたフローリアクターへ展開し、プラズマが溶媒

と接する界面現象の解明とともに、新規プラズマ有機合成反応の探索を高草木グループのリード

により開始した。金グループは空気と水を原料として窒素酸化物を生成するプラズマ合成プロセス

を開拓した。固体触媒を併用することで選択性、収率の向上を目指す。そのための基礎研究として、

佐々木グループと高草木グループは原子窒素と振動励起窒素の反応促進効果を解明している。 
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